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特殊武器防護：見積資料：化学


化　学　弾　の　効　果　範　囲（一時性神経剤）

	諸　元

名　称
	投射単位
	半数致傷面積

（㎡）
	風下危険距離

(km)
	備　　　考

	
	
	逆転又は中立
	順　転
	逆転
	中立
	順転
	

	火　　　　　　器
	迫撃砲
	中迫撃砲
	中隊
	130m×90m≒12000㎡
	逆転又は中立の時の値の1/2
	5.0
	2.1
	0.2
	射撃要領：同時弾着

　　　　　１順射

	
	
	重迫撃砲／
	
	230×230≒53000
	
	13
	4.8
	0.3
	

	
	
	自走重迫撃砲
	
	
	
	
	
	
	

	
	野戦砲
	軽榴弾砲／
	
	110×70≒8000
	
	0.7
	0.4
	0.1
	

	
	
	自走軽榴弾砲
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	中加農砲１型
	
	120×80≒10000
	
	5.0
	2.1
	0.2
	

	
	
	中榴弾砲／

　　　自走中榴弾砲
	
	130×90≒12000
	
	5.0
	2.1
	0.2
	

	
	
	中加農砲２型

　　　自走中加農砲
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	自走重加農砲
	
	140×140≒20000
	
	10
	3.1
	0.3
	

	
	ロケット
	軽多連装ロケット発射機１型
	１発射機
	600×400≒240000
	
	21
	7.8
	0.5
	

	
	
	中多連装ロケット発射機
	
	540×340≒180000
	
	15
	5.7
	0.4
	

	
	ミサイル
	地対地ミサイル１型
	
	450×250≒110000
	
	60
	15
	0.5
	

	航空機
	雨下タンク
	100ガロン
	200×1500≒300000
	
	92
	7
	0.8
	通常2個タンク

	
	７５０ポンド爆弾
	1　　発
	110×120≒13000
	
	26
	4.8
	0.5
	FB最大4発

	化学地雷
	１型
	1　　個
	24×24≒500～６００
	
	0.4
	0.2
	0.1
	


注：１　気象条件　気温16℃以上、風速２．５～４m／s

　　２　半数致傷面積

（1） この地域内の人員（防護マスクなし）の50％を殺傷する面積

（2） この地域内の人員（防護マスク携行）の10～15％を殺傷する面積

　　３　半数致傷面積は、大気の安定度、気温及び風速により変化する。（風速2.5m/s以下の場合1/2の値）

